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次　回
１月24日の
例　会

　新年明けましておめでとうございます。昨年上半期は大変お世話になりました。下半
期も宜しくお願い申し上げます。
　それでは富士山シリーズ第26話　登山道についてお話をさせて頂きます。

㉖登山道
　富士山の登山口は現在、静岡県側の富士宮口・御殿場口・須走口と山梨県側の吉田口・河口湖口の５口が
あります。
　富士宮口は表口・南口とも称し、現在５合目以下が富士山スカイラインになっていますが、明治時代まで
は外国人で初めて登頂に成功したオールコックが登山した大宮・村山口登山道が開けていました。
　御殿場口は宝永の噴火により衰退した須山口登山道の２合８勺以上を利用して明治時代に出来た登山道です。
　小山町の須走口は東口とも称し、現在５合目以下は富士あざみラインになっています。
　吉田口は北口とも称し、現在では麓の浅間神社から唯一登山が出来る登山道で、８合目の大行合では須走
口と合流します。
　河口湖口は現在富士スバルラインになっており、吉田口５合目が終点になっています。
　登山道の中で最も利用者が多いのは吉田口で、江戸時代以降富士講の参詣により隆盛し、現在でも東京方
面からのツアー客の多くが利用する登山道です。
　現在では、どこの登山道を登りどこの登山道を下りるか自由ですが、文政８年（1825年）
に著された『隔掻録』には「南ヨリ登リテ北ヘ下リ北ヨリ登テ南ヘ下ルヲ山ヲ裂クトイフテ
忌ム」と記されており、富士参詣の道者は北口の吉田口から登り南口の大宮・村山口に下り
たり、大宮・村山口から登り吉田口に下りることを山を裂くとか山を割るといって避けてい
たようで、この時代には江戸から吉田口を登ると須走口におり、神奈川の大山に参詣するこ
とが流行ったようです。

★12：30点鐘
★ＹＭＣＡ東山荘
★ロータリー理解推進月間
　ロータリー情報委員会
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会　員　慶　事
●夫人誕生日／１月20日　稲葉博之君　ご夫人　咲子様
　　　　　　　１月20日　長田吉弘君　ご夫人　まゆみ様

第2261回　例会プログラム
●例　会　場／ＹＭＣＡ東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／新入会員卓話　林　則夫君

裾野ＲＣ
長泉ＲＣ

渡辺巌君
神谷高義君

12月14日
12月20日

欠席者（５名） 勝又博文君・望月　茂君・芹澤正明君・鈴木榮一君 
山内強嗣君 

58名 56名 51名 91.07％ 100％
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出席計算に
用いた会員数

前々回の
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※やむを得ず
　欠席される方は、
　午前10時までに
　ご連絡下さい。

1/10の出席報告 12/20のメーキャップ

会 長 挨 拶 高村　繁男



年男大いに語る年男大いに語る
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　お正月といえば１月の別名でもありますが、実はその年
の豊穣を司るという歳神様をお迎えする行事の事であり、
現在では１月１日から３日までが三が日、７日までを松の
内とか松七日といい、この期間がお正月となっています。
しかし、地方によっては20日までをお正月とする二十日正
月というものもあります。
　お正月は年中行事の中でも最も古く、仏教が６世紀に伝
来するよりも前からあるものだとされていますが、その起
源は明らかではありません。
　お正月はお盆の半年後にやってくるので、本来はお盆と
同じく先祖をお祀りする行事でしたが、仏教が浸透してそ
の影響が強くなるにつれて、お盆は仏教の盂蘭盆会と融合

して先祖供養の行事となり、お正月は歳神様を迎えてその
年の豊作を祈る神祭りとしてはっきり区別されるように
なったのではないかといわれています。
　では、次に何故お正月となると鏡餅や門松、しめ飾りを
飾るのかと申しますと、それは歳神様を歓迎するためのも
のなのです。我が国では古くより自然崇拝（アニミズム）
が信じられており、人間が死ぬとその魂はこの世とは別の
世界に行き、やがては祖霊となって春になると「田の神」
に、秋が終わると山へ帰っていき「山の神」に、正月にな
ると「歳神」になって子孫の繁栄を守ってくれると考えら
れてきました。
　1年の始めであるお正月は春の始まりでもあり、人々は春
の訪れによりもたらされる生命の誕生を喜び、「新しい春を
迎え芽が出る」という意味で「芽出度い」という言葉をい
うのです。また、「明けましておめでとうございます」とい
う言葉もいいますが、これは年が明け歳神様を迎えるに際
しての祝福の言葉であり、神様への感謝の言葉を人々の間
で交わすことにより、心から歳神様を迎えたことを喜び
あったのです。

会　長  高 村 繁 男

お 正 月

2013年 新年会及び新入会員歓迎会
～年男大いに語る～
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